
 
はじめに 
春子発生期の４月初めからゴールデンウ

イーク頃までの間に乾燥した天候が続いた

場合、放置しておくと芽切ったしいたけが

枯死し収穫量が激減します。 
芽切ったしいたけを品質の良いものに生

長させ、少しでも多く収穫するために次の

点に留意しましょう。 
 
１ 発生時の留意点 
（１）風除け 
  風を弱めホダ木の乾燥を防ぎます。 

このため、防風ネットなどを利用して風が

ホダ場の中に入り込まないようにしまし

ょう。地形状周囲を囲むことができない時

は、上風方向に直角にネットを張ります。

また、ホダ場が広範囲に渡る時には、防水

効果を高めるため、ホダ場の内部を区切る

ようにネットを張ります。 
（２）散水 
  防風ネットなどだけでは、ホダ木を乾燥

から守ることが不十分な場合には、散水を

行ないホダ木に水分を与えます。 
 散水は、方法を誤るとホダ木から水分蒸

発を促進させる結果になることもあるので

朝または夕方から夜に行ない、気温が高く

なる日中は行いません。 
  散水は、芽切ったしいたけがピンポン玉

程度の大きさになったら停止します。それ

以降も散水を続けた場合、収穫時に黒っぽ

いものが多くなります。 
 

（３）被覆  
日中の気温が低い（約１０℃以下）場合

は、ビニールなどでホダ木を被覆します。
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また、気温が高い場合は、散水の後にアル

ミ蒸着資材で被覆します。 
手捲き散水を行なった後に被覆すると、ホ

ダ木の水分が保たれるとともにしいたけの

成長促進に効果があります。 
芽切ったしいたけに１つずつ被覆する方

法もありますが、急激な気温の上昇に対す

る注意が必要です。 
 
２ 収穫時の留意点 
（１）採取の目安 

春先は低温傾向にあるので、生長が緩慢

などんこの生産が一般的です。 
膜が切れてヒダが見える６分開きを目安

に採取します。 
（２）採取の優先順位 
  日中の気温が２０℃近くになり、急速に

開傘が進みそうな場合や、採取途中の降雨

により雨子になりそうな場合は、手前のホ

ダ木から順序に採取するのではなく、採取

適期になった色や形の良いしいたけを選ん

で採取します。後で取り残しのしいたけを

採取します。 
  発生しているもの全てを採取しようと

すると、高値になりそうなものまで開傘や

雨子で品質を低下させてしまいますので、

良いものは先に採取し乾燥します。 
 
３ 乾燥時の留意点 
 乾燥機は、機種によって温度センサーの

位置が異なりますので、温度測定位置を確

認した後、きのこの肉の厚さによって乾燥

機内のエビラの配置を決めます。 
  一般にどんこは温度変化のゆるやかなと

ころでゆっくり乾燥させます。 
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